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要  旨  
看護学部入学生に対して、学年アドバイザー教員が中心となり 1 年次から 4 年次にわた
り継続的に禁煙指導・啓蒙活動指導をおこなった。対象は 2012 年度入学生  77 人、期間
は 2012 年 6 月～ 2016 年 2 月である。卒業前アンケート回収数は 29 であった。 1.「喫煙
者」は、卒業前 0 人であった。 2.「禁煙教育は個人の喫煙防止に効果あり」に対して、肯
定的回答 23 人 (79.3％ )であった。3.「大学構内は禁煙とすべき」に対して、肯定的回答 23
人 (79.3％ )であった。 4.「医療従事者の禁煙」に対して、肯定的回答 17 人 (58.6%)であっ
た。加納式社会的ニコチン依存度質問表（ KTSND）の平均値の年次推移では、1 年次の指
導前 10.3(±5.6)であり、禁煙指導後 7.6(±6.0)となり有意に低下した。しかし、 2 年次は
11.8(±6.0)、 3 年次は 11.9(±6.2)であったため、再度禁煙指導を実施した。 4 年次前期は
13.3(±5.9)と上昇し、 1 年次指導後よりも有意に高くなっていた。再指導の後、卒業前に




2003 年 5 月 1 日に健康増進法が施行され、受動
喫煙の防止は学校や病院の努力義務となった。喫煙
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差はみられず、繰り返し情報提供や教育機会を設け






煙指導を行い、評価することを目的とした。   
Ⅱ．方法 
１．対象：A 大学看護学部 2012 年度入学生。学生
の在籍者数は 1 年次 77 人、2 年次 64 人、3 年次・4
年次は 55 人であった。 
２．調査期間：2012 年 6 月～2016 年 2 月。調査時

















式社会的ニコチン依存度質問表 (Kano Test for 
Social Nicotine Dependence、以下 KTSND)とし、
3 年次以降は、喫煙の有無と一日の喫煙本数を加え
た。KTSND は、加濃、吉井らにより研究開発され、
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Ⅲ．結果 
アンケート回収数は、1 年次 48（男性 3 人、女性
40 人、不明 1 人）、2 年次 62（男性 14 人、女性 43
人、不明 5 人）、3 年次 54（男性 13 人、女性 38 人、
不明 3 人）、4 年次前期 47（男性 10 人、女性 34
人、不明  3 人）、卒業前 29（男性 6 人・女性 22 人・
不明 1 人）であった。  
１． 喫煙に関して  
質問「タバコを吸いますか」に対して、「はい」は 3
年次 4 人、４年次前期 5 人、卒業前 0 人であった。 
２. タバコに対する意識について  
1)禁煙教育の効果：質問「禁煙教育は個人の喫煙防
止に効果があると思いますか」に対して、4 年次前
期の肯定的回答 33 人 (70.2%)、否定的回答 14 人
(29.8%)であった。卒業前は肯定的回答 23 人(79.3%)、
否定的回答 6 人(20.7%)であった(表 2)。 
2) 大学構内の禁煙：質問「大学構内は禁煙にすべ
きと思いますか」に対して、4 年次前期の肯定的回
答 30 人(63.8%)、否定的回答 17 人(36.1%)であった。
卒業前は肯定的回答 23 人(79.3%)、否定的回答 6 人
(20.7%)であった (表 2)。 
3) 医療従事者の禁煙：質問「医療従事者はタバコ
を吸ってはいけないと思いますか」に対して、4 年
次の肯定的回答 24 人 (51.1%)、否定的回答 23 人
(48.9%)であった。卒業前は肯定的回答 17 人(58.6%)、
否定的回答 12 人(41.3%)であった (表 2) 。 
３．学年ごとの KTSND 平均得点の推移  
1 年次の禁煙講義前は 10.3（±5.6）であったが、
講義後 7.6（±6.0）となり有意に低下した(p<0.001)。
しかし、2 年次は 11.8（±6.0）、3 年次は 11.9（±
6.2）であり、4 年次前期では 13.3(±5.9)と上昇した。
2 年次平均値、3 年次平均値と 4 年次前期平均値で
有意差はなかったが、卒業前は 10.2(±4.8) と有意
に低下した(p<0.05)。また、卒業前の平均値と 1 年
次講義後の平均値の有意差はなかった (図 2)。 
なお、性別の KTSND の平均得点の推移では、卒
業前の男子学生の KTSND の平均値は 13.1(±4.2)、
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 次に KTSND の平均値の年次推移では 1 年次の講
義前に比べ、講義後に KTSND 平均値は低下した 8)
が、2 年次 KTSND 平均値は上昇し、3 年次は授業
の中で禁煙指導を取り入れたため、上昇は少なかっ
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